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雇用・くらし・いのちと平和を守り、
政治の民主的転換にむけ、壮大な共同の発展を



第１号議案

雇雇用用・・くくららしし・・いいののちちとと平平和和をを守守りり、、政政治治
のの民民主主的的転転換換ににむむけけ、、壮壮大大なな共共同同のの発発展展をを

全国から６万人が結集した�ＳＴＯＰ�有事法制６・１６全国大集会 （毎日新聞社提供）
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２００２年夏期、秋年闘争／おもな会議・行動日程（案）

政政治治日日程程等等 全全労労連連・・機機関関会会議議等等 集集会会・・行行動動等等

７７

月月

中 中労委委員立候補公示

２６ 中賃�目安�答申
２９ ＡＳＥＡＮ外相会議

（～８／１）
３１ 通常国会会期末

１５ 第４３回常任幹事会
１７ 公務部会発足総会

２３ 第１７回幹事会
２４ 第２０回定期大会（～２６）

１５ 第４次最賃デー／ゾーン
（～１９）

１８ 第４次最賃デー
２７ 第４８回日本母親大会（～２８）

３１ 公務労組連第２次中央行動

８８

月月

シラク仏大統領来日

中・下 人事院勧告（？）

２６ ヨハネスブルク地球環境
サミット（～９／４）

３１ 来年度概算要求の各省庁提
出

２１ 第１回常任幹事会

２９ 第１回幹事会（～３０）

上 公務労組連第３次中央行動
２ 原水禁世界大会国際会議（～
４）

４ 原水禁世界大会（～６ 広島）
８ 原水禁世界大会／長崎大会
（～９）

９９

月月

２３ 民主党臨時大会

下 内閣改造（？）
下 臨時国会開会（？）

２ 第２回常任幹事会
１４ 女性部第１３回定期大会（～１５）
１７ 第３回常任幹事会

２１ 青年部第１５回定期大会（～２２）
２６ 国鉄闘争全国代表者会議（予）
２７ 組織担当者会議（～２８）

５ 第３０回社保学校（～７）

１１００

月月

上 第２７期中労委労働者委員任
命

７ 第４回常任幹事会
１１ 第２回幹事会
１７ 単産・地方代表者会議

（～１８）
２１ 第５回常任幹事会

▲▲
地地
域域
活活
性性
化化

全全
国国
網網
のの
目目
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン
行行
動動

中 労働法制中央連絡会総会
中 ０３国民春闘共闘委員会発足総
会

２５ 争議総行動、争議交流集会
（～２６）

１１１１

月月

５ 第６回常任幹事会
中 リストラ・働くルール交流集
会

１４ ローカルユニオン・労働相談
員全国交流集会（～１６）

１８ 第７回常任幹事会

下 秋闘全国統一行動

９ 第４７回はたらく女性の中央集
会（～１０）

２１ 日本平和大会（～２４）
２８ 第７回健保・共済・国保組合

交流集会
３０ 中央社保協・介護ヘルパー集

会

１１２２

月月 下 財務省原案内示
下 来年度予算案決定

２ 第８回常任幹事会
５ ０３国民春闘討論集会（～６）
７ 青年部第１８回代表委員会（～８）
１４ 女性部０３年国民春闘討論集会（～１５）
１６ 第９回常任幹事会
１９ 第３回幹事会（～２０）

１４ いのちと健康を守る全国セン
ター総会

※１０～１１月 中華総工会への訪問団 ※０３年１月２３、２４日 第３２回評議員会
※０３年７月２４、２５日 第３３回評議員会
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〈第１号議案・付属文書〉

１１年年間間ののたたたたかかいいのの経経過過とと到到達達点点
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第２号議案

��組組織織拡拡大大推推進進基基金金��のの創創設設ににつついいてて
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第４号議案

２２００００１１年年度度決決算算繰繰越越金金処処分分とと２２００００２２年年度度財財政政方方針針ににつついいてて（（案案））
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２００２年６月１日現在 加盟組織会費納入人員一覧 （単位 人）

単

産

会

費

単 産 名 会費納入人員

地

方

会

費

地 方 名 会費納入人員

建 交 労
３６，７００

＠８５ ２６，５００
＠２８ １０，２００

北 海 道 ２５，０００
青 森 ６，０００
岩 手 １５，１００

Ｊ Ｍ Ｉ Ｕ ８，０００ 宮 城 ８，０００
自 交 総 連 ２７，０００ 秋 田 ４，６４０
検 数 労 連 １，６００ 山 形 １，１００
通 信 労 組 １，０４０ 福 島 １０，０００

生 協 労 連
５６，９９９

＠８５ ２１，９０５
＠２８ ３５，０９４

茨 城 ８，０００
栃 木 ３，６００
群 馬 ５，０００

全労連全国一般 １０，２００ 埼 玉 ９８，１７５
全 労 連 繊 維 ２４ 千 葉 ３０，０００
全 信 労 ４，６００ 東 京 １１０，０００
地 銀 連 １９８ 神 奈 川 ３５，０００
全 印 総 連 ４，３００ 新 潟 ４，７００
映 産 労 ４０ 山 梨 １，０００
日 本 医 労 連 ９２，０００ 長 野 １１，５００
福 祉 保 育 労 ６，０００ 富 山 ３，０００
年 金 者 組 合 ＠２８ １０，０００ 石 川 ２，５００
国 公 労 連 ７７，５９０ 福 井 １，４７９
自 治 労 連 １８９，９００ 岐 阜 ４，３００
全 教 １１３，０５０ 静 岡 １１，０００
郵 産 労 １，６４０ 愛 知 ４５，０００
特 殊 法 人 労 連 ２，１３６ 三 重 ２，４００
正式加盟合計 ６４３，０１７ 滋 賀 ７，５００

（正規会費） ＠８５ ５８７，７２３ 京 都 ６５，０００
（減額会費） ＠２８ ５５，２９４ 大 阪 ８５，０００

民 放 労 連 ６，０００ 兵 庫 １５，０００
映 演 総 連 ４２４ 奈 良 ７，１００
オブ加盟合計 ＠４２．５ ６，４２４ 和 歌 山 ９，０００

鳥 取 １，２５０
島 根 ３，６８０
岡 山 １２，９００
広 島 １１，８６１
山 口 １０，８００
徳 島 ５，０００
香 川 ２，６００
愛 媛 ７，１００
高 知 ８，０００
福 岡 ２４，５００
佐 賀 ４，０００
長 崎 ２，６００
熊 本 ９，０００
大 分 ２，５００
宮 崎 ３，０００
鹿 児 島 ３，２００
沖 縄 ３，４００

合 計
合計 ６４９，４４１
正式加盟 （６４３，０１７）
オブ加盟 （６，４２４）

合 計 ＠６ ７５０，４８５

�４４�



２００２年度一般会計予算（案）

収入の部

科 目 金 額 全体比 適適 用用

単産会費 ６２１，３３２，４８４ ９０．８４％ 月正規５８７，７２３名減額５５，２９４名オブ６，４２４名
５８７，７２３名×８５円×１２ヶ月�５９９，４７７，４６０円
５５，２９４名×２８円×１２ヶ月�１８，５７８，７８４円
６，４２４名×４２．５円×１２ヶ月�３，２７６，２４０円

地方会費 ５４，０３４，９２０ ７．９０％ 月７５０，４８５名
７５０，４８５名×６円×１２ヶ月�５４，０３４，９２０円

積立金取崩収入 ７，４４８，４００ １．０９％ 中退共掛金過去勤務分取崩
雑収入 １，１８４，１９６ ０．１７％

合 計 ６８４，０００，０００１００．００％

支出の部

科 目 金 額 全体比 適適 用用
人件費 ２７３，４２７，４００ ３９．９７％

賃金諸手当 ２４２，６７９，０００ ３５．４８％ 専従役員派遣組織への還元金、専従事務局員賃金
通勤費 ７，７００，０００ １．１３％ 専従役員・事務局員通勤定期代

社会保険費 １４，５００，０００ ２．１２％ 専従事務局員社会保険料
福利厚生費 １，１００，０００ ０．１６％ 専従役員・事務局員共済掛金、定期健診

中退共共済掛金 ７，４４８，４００ １．０９％ 中退共掛金過去勤務分１５名分
書記局費 ３８，５００，０００ ５．６３％

事務所費 １１，５００，０００ １．６８％ 事務所維持会費、水道光熱費
通信運搬費 １１，０００，０００ １．６１％ 定期発送・電報電話料・ｆａｘ・払込手数料

印刷消耗品費 ６，０００，０００ ０．８８％ コピー機使用料、コピー用紙・名刺等事務消耗品
備品費 ３，０００，０００ ０．４４％ 什器備品

借料損料 ２，５００，０００ ０．３７％ ＯＡ機器等リース料
事務局雑費 ３，０００，０００ ０．４４％ 会計士・社会保険労務士委託費、監査諸経費、来客用お茶等

車両費 １，５００，０００ ０．２２％ 保険料・自動車税・燃料代・駐車場代等
会議費 ２４，５００，０００ ３．５８％

大会費 ７，０００，０００ １．０２％
評議員会費 ５，０００，０００ ０．７３％ 評議員会２回分諸経費
幹事会費 ６，０００，０００ ０．８８％ 幹事会６回分・常任幹事会諸経費

各種会議費 ６，５００，０００ ０．９５％ 単産地方代表者会議、その他諸会議費
旅費 ２７，４００，０００ ４．０１％

オルグ費 ８，０００，０００ １．１７％ 大会挨拶・学習会・春闘討論集会等旅費
行動費 １７，３００，０００ ２．５３％ 専従役員・事務局員行動費、非専従役員行動費補助

都内行動費 ２，１００，０００ ０．３１％ 専従役員・事務局員都内行動交通費
組織活動費 ７０，９００，０００ １０．３７％

組織対策費 ３０，０００，０００ ４．３９％ 組織拡大オルグ、組織集会、組織拡大推進基金等
地方組織活動助成金 ２０，０００，０００ ２．９２％ 地方地域活動助成ブロック補助

女性対策費 １１，０００，０００ １．６１％ 女性部活動費・対策費
青年対策費 ７，４００，０００ １．０８％ 青年部活動費・対策費

労働委員会等対策費 ２，５００，０００ ０．３７％ 労働委員会民主化対策会議分担金
闘争費 ９７，０００，０００ １４．１８％

春闘・諸闘争費 ６２，０００，０００ ９．０６％ 全国キャラバン・国民大集会・平和憲法擁護・労働法制・春闘・社保闘争等
宣伝費 ３５，０００，０００ ５．１２％ 秋闘・春闘大量宣伝等

調査研究費 ２０，９００，０００ ３．０６％
図書費 ２，５００，０００ ０．３７％ 図書購入諸経費

調査活動費 ２，４００，０００ ０．３５％ ホームページ作成・インターネットアクセス料
研究費 １６，０００，０００ ２．３４％ 労働総研年会費

教育宣伝費 ５００，０００ ０．０７％
教宣文化費 ５００，０００ ０．０７％

共闘費 ４１，５００，０００ ６．０７％
共闘負担金 ４１，５００，０００ ６．０７％ 共闘組織分担金

渉外費 ４，０００，０００ ０．５８％
渉外費 ４，０００，０００ ０．５８％ 旗開き・友誼組織との懇談、慶弔費等渉外費

国際活動費 １１，８００，０００ １．７３％
国際交流連帯費 １０，０００，０００ １．４６％ 海外派遣、外国代表受入等諸経費

調査情報費 １，８００，０００ ０．２６％ 翻訳料、世界の労働者のたたかい等印刷費
繰出金 ４２，０００，０００ ６．１４％
国鉄闘争会計繰出金 １０，０００，０００ １．４６％ 国鉄会計への繰出し
機関紙会計繰出金 ３２，０００，０００ ４．６８％ 機関紙・印刷物等会計への繰出し

積立費 ９，８００，０００ １．４３％
中退共共済積立 ３，０００，０００ ０．４４％ 専従事務局員中退共掛金積立
減価償却積立 ６，８００，０００ ０．９９％ 什器備品、宣伝車、建物等減価償却費積立

予備費 ２１，７７２，６００ ３．１８％

合 計 ６８４，０００，０００１００．００％

�４５��４５�



２００２年度国鉄闘争会計予算（案）

収入の部
科 目 金 額 全体比

前年度繰越金繰入 ３，３９９，９７５ ２５．３７％
一般会計からの繰入 １０，０００，０００ ７４．６３％
雑収入 ２５ ０．００％

合 計 １３，４００，０００１００．００％
支出の部

科 目 金 額 全体比
闘争本部会議費 １，２００，０００ ８．９６％ 国鉄闘争本部会議諸経費
各種闘争費 ７，０００，０００ ５２．２４％ 一の日行動清刷り・署名用紙等闘争資材
闘争本部維持費 ５，０００，０００ ３７．３１％ 全動労闘争本部人件費補助、電報電話料等
予備費 ２００，０００ １．４９％

合 計 １３，４００，０００１００．００％

２００２年度闘争基金会計予算（案）

収入の部

科 目 金 額 全体比
前年度繰越金繰入 ２４，０８８，３７７ ３７．０６％
一般会計からの繰入 ３９，９３８，９９１ ６１．４４％
雑収入 ９７２，６３２ １．５０％

合 計 ６５，０００，０００１００．００％
支出の部

科 目 金 額 全体比
闘争積立 ４０，０００，０００ ６１．５４％
予備費 ２５，０００，０００ ３８．４６％

合 計 ６５，０００，０００１００．００％

２００２年度機関紙・出版物等特別会計予算（案）

収入の部
科 目 金 額 全体比

前年度繰越金繰入 ▲３３７，６３８－０．７６％
機関紙購読料 １３，０００，０００ ２９．０８％
一般会計からの繰入 ３２，０００，０００ ７１．５９％
雑収入 ３７，６３８ ０．０８％

合 計 ４４，７００，０００１００．００％
支出の部

科 目 金 額 全体比
機関紙印刷代 ２２，５００，０００ ５０．３４％ 全労連新聞印刷代、縮刷版
機関紙発送代 １１，０００，０００ ２４．６１％ 全労連新聞発送代
出版物印刷・発送代 ５００，０００ １．１２％ ビクトリーマップ・春闘パンフ
月刊全労連代 ５，０００，０００ １１．１９％ 月刊全労連諸経費
編集・取材費 ４，０００，０００ ８．９５％ 取材旅費・写真代・原稿料等
会議費 ５００，０００ １．１２％
事務費 ５００，０００ １．１２％ 購読払込手数料・機関紙購読申込書
予備費 ７００，０００ １．５７％

合 計 ４４，７００，０００１００．００％

２００２年度会館建設基金会計予算（案）

収入の部

科 目 金 額 全体比
前年度繰越金繰入 １７，８６８，０３１ ７．２１％
会館建設カンパ収入 ５００，０００ ０．２０％
単産賦課金収入 ２２９，４００，３９７ ９２．５７％
雑収入 ３１，５７２ ０．０１％

合 計 ２４７，８００，０００１００．００％
支出の部

科 目 金 額 全体比
会館建設分寄付金 ２１０，０００，０００ ８４．７５％
予備費 ３７，８００，０００ １５．２５％

合 計 ２４７，８００，０００１００．００％
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第５号議案

��全全労労連連規規約約・・大大会会運運営営規規定定のの改改正正（（案案））��
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